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１．はじめに 

 揮発性有機化合物が地下水中に進入・拡散する問題に対し、物質の拡散を防止する手法として揚水井戸を適

切な間隔で配置するバリヤー井戸方式がある。この方法では、対象となる区域の地下水がバリヤーラインを流

下方向に通過せず、しかも経済性を配慮した設置本数の計画が求められる。ここでは、本法の計画・実施例を

報告する。 

２．対象地の概要 

  対象となった地域の地質は図－１に示すように、礫・シルト混じり細砂層が広がっており、この層を不圧地

下水がゆっくり流れている。複数の地下水観測井戸における物質濃度測定結果から、図－２のような濃度比の

分布が推定された。これより、計画地下流付近にバリヤー井戸を配置することにより、計画地外へのこれ以上

の物質拡散を防止することとした。 

図－１ 地質断面図                           図－２ 物質濃度比の想定平面分布 

 

３．井戸配置計画 

 観測井戸を利用した単孔式揚水試験より、不 

圧帯水層の透水係数は1.0～2.0×10
-4

cm/secの 

範囲であった。したがって、１本の揚水井戸の 

影響圏半径は、  

 ジハルトの式 Ｒ＝3000s√k において、 

        水位低下量：s＝5mとして、 

        Ｒ＝15～20m程度と考えられた。 

 この結果と図－２における対策必要範囲から、 

揚水井戸は設置間隔20m、本数５本とした。 

揚水井戸の構造と配置を図－３に示す。なお、                      

揚水した地下水は、別途設置した浄化装置で環         図－３ 揚水井戸の構造と配置 

境基準値以下になるよう処理した。 
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４．揚水結果 

 揚水はバリヤー井戸ラインの自然水位BM－９ｍに対し、井戸内水位がBM－13.5～14.0mになるようセット

した。揚水量の観測は、週１回の揚水量計のモニターにより行った。便宜上の影響圏半径を100ｍとした群井

戸における揚水量の近似計算結果を図－４に示す。これに対し、揚水開始から約９ヶ月間における、各揚水井

戸の日当たり揚水量の変化を図－５に示す。直線上に影響範囲内で等間隔に配置された揚水井戸では、揚水量

は井戸干渉により両端の井戸が最も多く、中央の井戸では低下する。今回実際に計測された揚水量は近似計算

結果と傾向が一致している。このように、20mの井戸間隔では井戸干渉による揚水量の差異が生じており、バ

リヤー井戸としての機能を果たしているものと考えられる。また、図－６には観測井戸における地下水位の変

動を示す。揚水井戸の影響圏内にあるものは、揚水による水位低下が認められる。

 

 Ｈ2－ｈw
2＝1/πｋΣＱwiln(Ｒ/ｒi) 

 

 ここに、Ｈ ：自然水頭＝11ｍ 

     ｈw ：井戸内水頭＝6ｍ 

     ｋ ：透水係数＝1.5×10-6m/s 

     Ｒ ：群井の影響半径＝100ｍ 

     Ｑwi：各井戸の揚水量 

     ｒi ：各井戸からの距離 

 

Ｑ1＝2.77m
3/day 

Ｑ2＝2.97m
3/day 

Ｑ3＝3.81m
3/day 

 

図－４ 揚水量の近似計算法と算定値 

 

５．対策効果 

  バリヤー井戸列より地下水流れの下 

流側にある観測井戸No.2、No.3では、 

揚水開始前は環境基準値を上回ってい 

たが、揚水開始から２ヶ月後には基準 

値以内に低下した。 

これより、対策の第一の目的である計画地範囲外への物質拡散を防止するということは達成されたものと考え

られる。 

 各揚水井戸の揚水量の分布と下流側の濃度低下より、今回計画されたバリヤー井戸配置は妥当だったと考え

られる。また、計画地内での物質濃度も徐々に低下してきており、揚水による浄化そのものが進んでいること

が確認されている。今後は、計画地内全体の早い時期の浄化完了を目標に揚水を継続していく。 

［参考文献］ 「根切り工事と地下水－調査・設計から施工まで－」地盤工学会編  
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図－５ 各揚水井戸の揚水量変化 

図－６ 観測井戸の水位変化 
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